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研究課題名 移植腎への 遺伝子導入の臨床研究HGF
目的研究の概要等

① 維持透析患者を減らし、 兆円以上といわれる維持透析にかかる医療費を削減す1
る

② 年後、 年間維持できる移植腎を目指す3 20
③ 維持透析導入年齢は平均 歳であるが、 歳の腎不全患者が透析に頼ることな60 60
く 歳まで過ごすことができる治療法を確立する80
研究計画

ⅰ ブタ移植腎への 遺伝子導入の安全性試験( ) HGF
申請者らは既に ラット慢性拒絶反応・腎線維化モデルにおいて、移植後短期間1)
HGF (J Am Soc Nephrol: 12:1280-1293,の 投与が移植腎の長期生着を可能にしたこと

、 ラットの 腎摘・腎線維化モデルにおいて、 法による筋肉2001) 2) 5/6 electroporation
HGF (J Am内への 遺伝子導入によって腎の長期生着を可能にしたことを証明した

。また、ブタの片腎のみを自家腎移植し、同時に移Soc Transplant: 2: 828-836, 2002)
植腎への 法による 遺伝子導入によって移植腎内において がelectroporation HGF HGF
過剰に発現していることを確認した 論文作成中 。しかし臨床で同様の試みを行う( )
前に、長期間にわたって 血中濃度が高値を持続することがないこと、あるいはHGF
腎および他の臓器への影響がないことを確認する必要がある。そこで本実験では、

を導入したブタを カ月間飼育し、経時的に屠殺し、血液検査によって異常検HGF 6
査値がないこと、および病理診断によって各臓器の異常がないことを確認する。

ⅱ 腎移植の臨床での 遺伝子筋肉内導入試験( ) HGF
腎移植の手術時に同時に 遺伝子の移植腎への導入を行い、有効性と安全性をHGF
検討する。
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研究期間 平成１５年度～１７年度（３年間）

研究経費 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 合計

（１６年度以 千円 千円 千円 千円 千円 千円

7,600 22,500 22,500 52,600降は内約額） ― ―
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